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續

・
初
唐
歴
史
家

の
文
學
思
想

古

川

末

喜

本
稿
は
、
昨
年
、
『
中
國
文
學
論
集
』
第
九
號
に
發
表

し
た

「
初
唐
歴
史
家
の
文
學
思
想
ー

太
宗
期
編
纂
の
前
代
史
文
苑
傳
序
を

中

心
に
ー

」
(昭
和
五
十
五
年
十

一
月

一
日
)
の
續
編
で
あ
る
。
こ
こ
に
取
り
上
げ
よ
う
、と

す
る
中
國
七
世
紀
前
半
の
、
唐
初
の
史

官

た
ち
が
南
北
朝
の
各
前
代
史
の
文
苑
傳

・
文
學
傳
の
中
で
述
べ
た
序
や
論
は
、
お
お
む
ね
次
の
三

つ
の
部
分
か
ら
成

っ
て
い
る
。
郎

ち
、
④
主
に
文
章
の
働
き
を
述
べ
た
冒
頭
の
紹
論
的
な
部
分
、
⑬
具
體
的
な
各
時
代
の
文
學
史
を
叙
述
し
た
部
分
、
⑥
中
間
及
び
末
尾

の
詩
文
發
生
論

・
創
作
論
等
の
文
學
論
を
吐
露
し
た
部
分
、
の
三
つ
で
あ
る
・
從
來
・
文
學
批
評
史
の
籍

酔
そ

の
唐
代

の
章
の
開
巻

を
飾
る
も
の
と
し
て
、
こ
れ
ら
唐
初
の
史
官
た
ち
の
文
學

へ
の
發
言
を
し
ば
し
ぼ
取
り
上
げ
て
き
た
が
、
そ
の
位
置
づ
け
は
專
ら
盛

・

中
唐
の
古
詩

・
古
文
思
想
の
淵
源
を
な
す
も
の
、
從

っ
て
六
朝
文
學
論
と
は
訣
別
し
た
も
の
と
し
て
で
あ
つ
た
。
と
同
時
に
そ
の
場
合

續

.
初
唐
歴
史
家
の
文
學
思
想

(古
川
末
喜
)
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中
國
文
學
論
集

第
十
號

そ
う
し
た
論
著
が
根
捺
と
し
た
の
は
、
主

に
史
官
た
ち
の
④
⑨
の
資
料
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
前
稿

に
お
い
て
筆
者
は
む
し
ろ
、

唐
初
史
官
た
ち
の
文
論
が
軍
純
に
、
六
朝
文
學
論
と
断
絶
し
て
盛

・
中
唐

の
古
詩

.
古
文
思
想
に
連
續
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
指

摘

よ
・
逆
に
彼
ら
の
詩
文
發
生
論

・
創
作
論
等
の
文
學
論
が
實
は
六
朝
文
學
論
の
延
長
で
あ

っ
た
こ
と
を
論
證
し
た
。
そ
し
て
そ
の
論

證
は
主
と
し
て
從
來
注
目
さ
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
資
料
の
⑥
の
部
分
に
擦

っ
て
で
あ

っ
た
。

本
稿
で
は
さ
ら
に
、
從
來
盛

・
中
唐
の
文
學
思
想

へ
連
續
す
る
も
の
と
み
な
さ
れ
て
き
た
資
料
の
④
⑧
の
部
分

に
つ
い
て
も
、
そ
れ

が

全
く
逆
で
あ
る
こ
と
・
す
な
わ
ち
そ
れ
ら
が
六
朝
文
學
論
と
同
質
で
あ
る
こ
と
を
論
證
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。
も

し
、
こ
の
よ
う
に

唐

初
史
官
た
ち
の
文
論
が
、
ど
の
面
で
も
六
朝
文
學
論
の
延
長
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
今
ま
で
お
お

か
た
唐
の
復
古
思
想

の
系
譜
と
し
て
梁
の
斐
子
野
、
北
周
の
蘇
紳
、
晴
の
李
誇
、
王
通
、
初
唐
の
歴
史
家
、
初
唐
の
四
傑
、
陳
子
昂
、
盧
藏
用
、
盛

.
中
唐

の
古
詩
古
文
家
等
を
つ
ら
ね
て
理
解
さ
れ
て
き
た
批
評
史
の
系
譜
は
な
ん
ら
か
の
修
正
が
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
こ
う
し

た
從
前
の
批
評
史
に
も
再
検
討
を
加
え
て
み
る
つ
も
り
で
あ
る
。

論
述
の
順
序
と
し
て
は
じ
め
に
④
の
部
分
、
す
な
わ
ち
主
に
文
章
の
機
能
を
述
べ
て
い
る
部
分
を
検
討
し
、

つ
ぎ
に
③
の
部
分
、
す

な
わ
ち
文
學
史
観
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
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唐
初
の
史
官
た
ち
は
皆
、
文
苑
傳

・
文
學
傳
の
序
や
論
の
冒
頭
で
文
章
の
機
能
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
そ
の
中

で
誰
も
が
ま
ず
言

及

す
る
の
は
、
次
に
あ
げ
る
よ
う
に
文
章
の
宇
宙
包
括
性
と
敏
化
性
と
の
問
題
に
つ
い
て
で
あ
る
。



(
文
は
)
風
俗
を
王
化
に
移
し
、
孝
敬
を
人
倫
に
崇
び
、
乾
坤
を
経
緯
し
、
中
外
を
彌
論
す
。

(『巫日
書
』
文
苑
傳
序
)

然
ら
ば
禮
樂
を
経
め
て
國
家
を
緯
め
、
古
今
に
通
じ
て
美
悪
を
述
ぶ
る
は
、
文
に
非
ざ
れ
ぽ
可
な
る
こ
と
莫

き
な
り
。

(『梁
書
』
文
學
傳
序
)

禮
樂
を
経
め
、
人
倫
を
綜
べ
、
古
今
に
通
じ
、
美
悪
を
述
ぶ
る
に
至

っ
て
は
、
此

(
文
學
)
よ
り
尚
き
は
莫

よ
。

(『陳
書
』
文
學
傳
序
)

夫
れ
文
學
な
る
者
は
、
蓋
し
人
倫
の
基
づ
く
所
か
。

(
『
陳
書
』
文
學
傳
史
臣
論
)

幽
顯
の
情
を
達
し
、
天
人
の
際
を
明
ら
か
に
す
る
は
、
其
れ
文
に
在
る
か
。
三
古
を
遜
聴
し
、
百
代
を
彌
論
し
、
禮
を
制
し
樂
を

作
り
、
實
を
騰
げ
聲
を
飛
ば
す
。
若
し
或
は
言
の
文
な
ら
ず
ん
ば
、
豊
に
能
く
之
を
遠
き
に
行
は
ん
や
。

(
『北
齊
書
』
文
苑
傳
序
)

故
に

(
文
は
)
能
く
天
地
を
範
園
し
、
人
倫
を
綱
紀
し
、
神
を
窮
め
化
を
知
り
て
・
首

を
千
古

に
稻

し
・
邦
を
緻
、め
俗
を
織
め

て
、
用
を
百
代
に
藏
す
。

(
『周
書
』
王
褒
庚
信
傳
論
)

(文
は
)
上
は
徳
教
を
下
に
敷
く
所
以
、
下
は
情
志
を
上
に
達
す
る
所
以
に
し
て
、
大
な
る
は
則
ち
天
地
を
継
緯

め
、
訓
を
作
り

範
を
垂
れ
、
次
な
る
は
則
ち
風
謡
歌
頒
、
主
を
匡
し
民
を
和
す
。

(『階
書
』
文
學
傳
序
)

要
す
る
に
こ
こ
で
史
官
た
ち
は
、
文
章
の
機
能
を
次
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
文
章
は
、
一
天
地
問
の

一
切
を
そ

の
中
に
取
り
ま
と
め
、
組
織
だ
て
て
統
べ
治
め
る
。
ニ
禮
樂
を
制
定
し
、
鑑
戒
を
作
る
な
ど
に
よ
っ
て
、
帝
王
が
儒
教
倫
理
の
秩
序
世

界
に
人
閲
紅
會
を
つ
く
り
か
え
る
こ
と
を
可
能

に
す
る
、
と
。
實
際

に
は
こ
の
一
と
ニ
と
は
切
り
離
せ
ず
、
■
は
且
ハ體
的
な
人
間
社
會

續

・
初
唐
歴
史
家
の
文
學
思
想

(古
川
末
喜
)

21



中
國
文
學
論
集

第
十
號

で
は
ニ
を
意
味
し
て
い
る
。

當
然
な
が
ら
こ
の
よ
う
な
文
章
の
宇
宙
包
括
性
と
教
化
性
の
機
能
は
、
な
に
も
唐
初
の
史
官
だ
け
に
特
有
の
も

の
で
は
な
い
。
こ
れ

を
初
め
て
言

い
出
し
た
の
は
先
秦
時
代
の
儒
教
の
経
典
や
漢
代
の
儒
家
た
ち
で
あ
ろ
う
が
、
魏
巫日
六
朝

の
修
僻
主
義
派
と
み
な
さ
れ
て

い
る
文
人
た
ち
も
よ
ぽ
し
ぼ
こ
う
し
た
發
言
を
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
中
國
文
學
批
評
史
上
最
初

の
系
統
的
專
論
的
な
文
學
理
論
の

作
品
で
あ
る

「
文
賦
」
を
書

い
た
晋

の
陸
機
は
、
そ
の
な
か
で
、

伊
れ
絃
の
文
の
用
爲
る
や
、
固
よ
り
衆
理
の
因
る
所
な
り
。
萬
里
に
恢
が
り
て
閨
無
く
、
億
載
に
通
じ
て
津

を
爲
す
。
傭
し
て
は

則
を
來
葉
簸

し
・
仰
い
で
は
象
を
古
人
に
観
る
・
文
武
を
將
に
墜
ち
ん
と
す
る
録

い
、
風
聲
海

び
ざ
る
に
欝

。
…

と
述
べ
・
大
い
な
る

〈
文
の
用
〉
を
宣
揚
よ
た
。
ま
た
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ズ

ム
の
尚
古
主
義
を
批
到
し
、
今
の
文
章
が
古
の
文
章
に
勝
る
と

し
て
文
章
の
形
式
美
を
是
認
し
た
東
晋
の
葛
洪
は
、

一
方
で
、

(
文
は
)
風
俗
の
流
遮
・
世
塗
の
凌
夷
姦

い
・
疑
者
の
路
藩

わ
せ
、
貧
者

の
乏
し
き
を
睡

わ
す
こ
と
能

は
ず
ん
ば
、
何
ぞ
春

華
の
肴
糧
の
用
を
爲
さ
ず
、
芭
意
の
氷
寒

の
急
を
救
わ
ざ
る
に
異
な
ら
ん
や
。

(『抱
朴
子
』
僻
義
篇
)

と
述
べ
・
文
章

の
教
化
性
を
決
し
て
ゆ
る
が
せ
に
は
し
な
か
っ
た
。
南
朝
の
末
期
で
は
、
劉
魏
も

『
文
心
離
龍
』

の
な
か
で
、

然
る
後

に
能
く
厘
宇
を
経
緯
し
、
葬
憲
を
彌
論
し
、
事
業
を
發
揮
し
、
群
義
を
彪
嫡
す
。
故
に
知
る
、
道
は
聖
に
沿

っ
て
以
て
文

を
垂
れ
・
聖
は
文

に
因
っ
て
道
を
明
ら
か
に
よ
、
労
く
通
じ
て
滞
る
こ
と
無
く
、
日
に
用
い
て
置
き
ざ
る
を
。

(原
道
篇
)

と
述
べ
・
『
文
選
』
を
編
纂
し
た
昭
明
太
子
薫
統
も
、
陶
淵
明
の
文
章
を
、
「
此
れ
亦
た
風
教
に
助
け
有
る
な
り
」
(「陶
淵
明
集
序
」)
な

ど
と
評
し
て
い
る
。
ま
た
昭
明
太
子
の
弟
で
、
艶
情
詩
を
中
心
に

『
玉
毫
新
詠
』
を
徐
陵
に
編
せ
よ
め
た
簡
文
帝
薫
綱
も
、
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文
籍
生
じ
、
書
契
作
ら
れ
、
詠
歌
起

こ
り
、
賦
頬
興
る
や
、
孝
敬
を
人
倫
に
成
し
、
風
俗

を
王
政

に
移
す
。
道
は
八
極

に
郷
な

り
、
理
は
九
核

に
波
し
。

(
「昭
明
太
子
集
序
」
)

と
述
べ
、
さ
ら
に
そ
の
弟
の
元
帝
薫
釋

も

『
金
櫻
子
』
(立
言
篇
)
の
な
か

で
、
「其
の
美
な
る
者
は
、
以
て
情
志
を
叙
し
、
風
俗
を
敦

く
す
る
に
足
る
」
(知
不
足
齋
本
)
と
言

う
。
ま

た
北
周
の
宇
文
適
は
、
徐
陵

と
と
も

に

「徐
庚
」
と
稻
さ
れ
た
庚
信
の
文
集
に
序
し

て
、
詩
歌
の
功
用
を
、

途
く
て
能
く
孝
敬
を
弘
め
、
人
倫
を
叙
し
、
風
俗
を
移
よ
、
天
下
を
化
す

(「庚
信
集
序
」
)

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
儒
教
國
家
の
封
建
中
國
で
は
儒
家

に
限
ら
ず
、
い
つ
の
世
で
も
何
れ
の
塵
で
誰
で
も
が
こ
う
よ
た
發
言

を
す
る
の
が
常
で
あ
り
、
從

っ
て
史
官
た
ち
の
さ
き
の
發
言
を
何
か
特
別
な
意
味
を
持
つ
も
の
と
み
た
て
た
り
、
さ
ら
に
そ
の
こ
と
か

ら
た
だ
ち
に
盛

・
中
唐

の
古
詩

・
古
文
運
動
に
つ
な
げ
た
り
す
る
の
は
愼
重
を
要
す
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

と

こ
ろ
で
初
唐

の
史
官
た
ち
は
、
し
ば
し
ば

『
春
秋
左
氏
傳
』
の

「
言
之
無
文
、
行
而
不
遠
」
(裏
公
二
十
五
年
)
の
言
葉
を
引
用
す

る
。

行
な
わ
る
と
も
遠
か
ら
ず
と
は
、
前
史

の
格
言
な
り
。

(暴
日書
』
文
苑
傳
序
)

若
し
或

い
は
言
の
文
ら
ず
ん
ぽ
、
豊

に
能
く
之
を
遠
き

に
行
な
は
ん
や
。

.

(『
北
齊
書
』
文
苑
傳
序
)

傳
に
曰
く
、
「
言
は
身
の
文
な
り
。」
「
言
ふ
も
文
ら
ず
ん
ば
、
之
を
行
な
ふ
も
遠
か
ら
ず
。」

(『階
書
』
文
學
傳
序
)

文
章
の
修
僻
性
を
強
調
す
る
場
合
、
こ
の
左
傳
の
文
句
は
い
つ
で
も
引
合
い
に
出
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
も
唐
初
の
史
官
た
ち
は
左

傳

の
言
葉
を
ふ
ま
え
て
、
彼
ら
が
考
え
た
文
章
の
作
用
の
中
の
重
要
な

一
つ
と
し
て
、
文
章
の
修
僻
性
を
強
調
よ
て
い
る
の
で
あ
る
。

續

・
初
唐
歴
史
家
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文
學
思
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(古
川
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中
國
文
學
論
集

第
十
號

唐
の
古
文
家
た
ち
の
中
に
も
、
例
え
ば
李
観

(「與
右
司
趙
員
外
書
」)
や
李
翔

(「答
朱
載
言
書
」
)
な
ど
、

こ
う
し
た
發
言
を
よ
な
い
者
が

な
い
で
は
な
い
が
、
そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
例
外
的
で
あ
る
。
文
章

の
修
僻
性
が
強
調
さ
れ
重
親
さ
れ
た
時
代
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
魏
奮

六
朝
の
時
代
で
あ

っ
た
。
陸
機
が

「
文
賦
」
で
本
格
的
な
修
僻
論
を
展
開
し
て
よ
り
、
劉
魏

の

『
文
心
雛
龍
』
、
と
り
わ
け
專
ら
交
章

修
僻
學
を
取
り
上
げ
文
章
に
お
け
る
修
僻

の
必
然
性
を
理
論
的

に
も
裏
づ
け
た

「情
采
篇
」
に
至

っ
て
、
そ
れ
は
極
點
に
達
よ
た
。
次

節
で
詳
述
す
る
よ
う
に
、
唐
初
の
史
官
た
ち
が

こ
の
文
章
の
修
僻
性
を
強
調
し
た
の
は
、
實
は
そ
う
し
た
南
朝
文
學
論

へ
の
傾
斜
を
意

味
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

唐
初
の
史
官
た
ち
が
文
章
の
機
能
を
敷
え
あ
げ
る
場
合
、
そ
の
最
も
顯
著
な
も
の
は
、
以
上
述
べ
き
た
っ
た
交
章
の
宇
宙
包
括
性
馬

教
化
性
、
修
僻
性
の
三
つ
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
う
し
た

〈
文
の
用
〉
の
背
景
に
あ
る

一
つ
の
観
念
が

"
天
文
人
文
説
μ
で
あ
る
。
史

官
た
ち
は
し
ば
し
ば

『
易
経
』
(責
卦
象
僻
)
の
言
葉
を
引
い
て
次
の
よ
う
に
い
う
。

易

に
曰
く
、
人
文
を
観
て
以
て
天
下
を
化
成
す
、
と
。

(『陳
書
』
文
學
傳
序
)

夫
れ
玄
象
、
著
明
に
し
て
、
以
て
時
攣
を
察
す
る
は
、
天
文
な
り
潭
聖
達
、
言
を
立
て
て
、
天
下
を
化
成
す

る
は
、
人
文
な
り
。

(
『北
齊
書
』
文
苑
傳
序
)

爾
儀

位
を
定
め
、
日
月
暉
き
を
揚
げ
て
、
天
文
彰
か
な
り
。
八
卦
以
て
陳
か
れ
、
書
契
、
作
る
有

つ
て
、
人
文
詳
か
な
り
。

(『周
書
』
王
褒
・
庚
信
傳
論
)

易

に
日
く
、
天
文
を
観
て
以
て
時
攣
を
察
し
、
人
文
を
観
て
以
て
天
下
を
化
成
す
、
と
。

(『晴
書
』
文
學
傳
序
)

こ
の

"
天
文
人
文
説
"
は
、
〈
文
の
用
〉

の
偉
大
さ
を
確
認
す
る
時
の
常
套
的
な
言
い
方
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
文
章
の
教
化
性
を
み
ち

24一



び
き
出
す

一
つ
の
根
擦
で
も
あ
り
、
ま
た

〈文
の
用
〉
全
體
を
哲
學
的

に
基
礎
づ
け
る

一
つ
の
観
念
で
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な

"
天
文

人
文
説
"
は
、
こ
れ
ま
た
唐
初
の
史
官
た
ち
が
始
め
て
言
い
出
し
た
も
の
で
は
な
い
。
彼
ら
以
前
に
も
例
え
ぽ
次

の
よ
う
な
發
言
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
る
。
劉
粥
は

『
文
心
離
龍
』
に
お
い
て
、

髪
に
風
姓
よ
り
孔
子
に
聾
ぶ
ま
で
、
玄
聖
典
を
創
め
、
素
王
訓
を
述
ぶ
る
は
、
道
心
に
原
づ
き
て
以
て
章
を
敷
き
、
紳
理
を
研
め

て
教
を
設
け
ざ
る
は
莫
し
。
象
を
河
洛
に
取
り
、
敷
を
著
鶉
に
問
い
、
天
文
を
観
て
以
て
攣
を
極
め
、
人
文
を
察
よ
て
以
て
化
を

成
す
。
…
…

(原
道
篇
)

と
あ
り
、
薫
統
は

『
文
選
』
の
序
で
、

伏
義
氏
の
天
下
に
王
た
る
に
逮
び
て
、
始
め
て
八
卦
を
書
き
、
書
契
を
造
り
て
、
以

て
結
縄
の
政

に
代

ゆ
。
是
れ
由
り
文
籍
生

ず
。
易
に
曰
く
、
天
文
を
観
て
以
て
時
攣
を
察
し
、
人
文
を
観
て
以
て
天
下
を
化
成
す
、
と
。
文
の
時
義
遠
な
る
か
な
。

と
述
べ
、
薫
綱
は
そ
の
兄
薫
統

の

『
昭
明
太
子
集
』
の
序

に
お
い
て
、

故

に
易

に
曰
く
、
天
文
を
観
て
以
て
時
攣
を
察
し
、
人
文
を
観
て
以
て
天
下
を
化
成
す
、
と
。
…
…
文
籍
生
じ
、
書
契
作
ら
れ
、

詠
歌
起

こ
り
、
賦
頬
興
る
や
、
孝
敬
を
人
倫
に
成
し
、
風
俗
を
王
政
に
移
す
。
道
は
八
極
に
綿
な
り
、
理
は
九
壊
に
挾
し
。
神
明

を
賛
動
し
、
鍾
石
を
雍
熈
す
。
此
れ
之
を
人
文
と
謂
ふ
。
…
…

(「昭
明
太
子
集
序
」
)

と
述
べ
た
。
こ
れ
ら
は

『
易
経
』
の
言
葉
を
根
擦

に
し
て
は
い
る
も

の
の
、
彼
ら
が

い
う
時

の

「人
文
」
と
は

「人
間
の
あ
や
で
あ
る

(
3

)

詩
歌

・
文
章
」
の
意
で
あ
り
、
も
は
や

『
易
経
』
の
思
想
そ
の
ま
ま
で
は
な
い
。
と
く
に

『文
心
雛
龍
』
の
場
合
は
、
劉
魏
濁
特
の
形

而
上
的
世
界
観
と
結
び

つ
い
て
い
る
。
實
は
唐
初
の
史
官
た
ち
の

"
天
文
人
文
説
"
は
、
こ
う
し
た
南
朝
末
に
流
行

し
て
い
た
と
思
わ
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(
4
)

れ

る

"
天
文
人
文
説
"
を
そ
の
ま
ま
借
り
て
き
た
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

以
上
に
述
べ
き
た

っ
た
よ
う
に
、
唐
初
の
史
官
た
ち
は
文
苑
傳

・
文
學
傳
の
序
や
論
の
冒
頭
で
文
章
の
種
々
の
機
能
を
確
認
し
て
は

い
る
が
、
六
朝
の
装
子
野
、
李
譯
や
唐

の
古
文
家
ら
の
よ
う
に
文
學
の
政
治
的
社
會
的
功
用
性
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
主

張
し
た
の
で
も
な

く
、
そ
の
こ
と
に
よ

っ
て
文
章
は
か
く
あ
る
べ
し
な
ど
と
い
う

一
つ
の
規
範
を
設
け
た
の
で
も
な
い
よ
、
ま
た
そ
う

し
た
事
自
體
が
結

論

で
も
な
い
。
む
し
ろ
文
章
の
機
能
を
確
認
す
る
こ
と
を
出
發
點
に
し
て

〈文
の
用
〉
の
偉
大
さ
、
從

っ
て
文
章

そ
れ
自
體
の
偉
大
さ

を
顯
彰
す
る
方
向
に
文
脈
は
蹄
着
す
る
。
そ
し
て
、
な
か
ん
ず
く
『
替
書
』文
苑
傳
序
、
『
晴
書
』
文
學
傳
序
は
、
そ

う
し
た
文
章
の
偉

大
さ
を
最
も
顯
著
に
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

『
晴
書
』
は
、
「
然
ら
ば
則
ち
文
の
用
爲
る
、
其
れ
大
な
る
か
な
」
と
述
べ
、

『
暦
書
』
文
苑
傳
序
は
冒
頭
の

一
段
を
、
「故

に
知
る
、
文
の
時
義
、
大
な
る
か
な
遠
な
る
か
な
」
と
結
ぶ
。
そ
よ
て
こ
の
よ
う
な
文
章

の
偉
大
さ
を
顯
彰
す
る
表
現
は
、
南
朝
文
論
の
次
の
よ
う
な
記
述
、

文
の
徳
爲
る
や
、
大
な
り
。

文
の
時
義
、
遠
な
る
か
な
。

霧

に
以

へ
ら
く
、
文
の
義
爲
る
、
大
な
る
か
な
遠
な
る
か
な
。

(『文
心
雛
龍
』
原
道
篇
)

(薫
統

『文
選
』
序
)

(瀟
綱

「
昭
明
太
子
集
序
」
)

%

を
ふ
ま
え
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。

さ
ら
に

『梁
書
』
文
學
傳
序
、
『
陳
書
』
文
學
傳
序
、
(『南
史
』
文
學
傳
序
)、
『晴
書
』
文
學
傳
序
は
、
そ
の
よ
う

に
文
章
が
偉
大
な

も

の
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
嘗
て
の
爲
政
者
た
ち
も

〈
文
〉
を
重
覗
し
た
の
で
あ
る
、
と
結
論
づ
け
る
。
た
と
え
ば

『梁
書
』
文
學
傳
序

は
、



是
を
以
て
天
下
に
君
臨
す
る
者
は
、
敦
く
其
の
義
を
悦
ぽ
ざ
る
は
莫
く
、
緕
紳

の
學
は
、
威
な
其

の
道
を
貴
尚
す
。

(
『
梁
書

』
文

學
傳

序
)

と
述
べ
「
『
晴
書
』
文
學
傳
序
は
、

是
を
以
て
凡
百
の
君
子
は
、
心
を
用
ひ
ざ
る
は
莫
し
。

と
、
冒
頭
の

一
段
を
結
ぶ
。

こ
の
よ
う
に
文
章

の
機
能
を
確
認
す
る
こ
と
か
ら
出
發
よ
て
、
文
章

の
偉
大
さ
を
顯
彰
し
、
さ
ら
に
嘗
て

の
爲
政
者
た
ち
が
そ
の
故
に
文
章
を
重
視
し
た
、
と
結
論
づ
け
る
ロ
吻
に
は
、
だ
か
ら
こ
そ
新
し
い
唐
王
朝
も
決

し
て
文
章
を
輕
覗
す

べ
き
で
は
な
い
と
い
う
新
國
家
の
文
教
政
策
に
封
す
る
唐
初
の
史
官
た
ち
の
言
外
の
主
張
を
感
じ
と
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
も
し
も
唐
初

の
史
官
た
ち
の
文
苑
傳
、
文
學
傳
の
序
や
論
が
、
「建
立
ま
も

な

い
唐
帝
國
の
文
學
に
封
す
る
切
迫
し
た
要
求
を
反
映
し
て

い
る
」

(復
旦
大
學
中
文
系
古
典
文
學
教
研
組
上
掲
書
二
二
三
頁
)
と
す
る
な
ら
ば
、
「
文
學
は
政
教
の
た
め
に
服
務
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
主
張
」

(同
上
)
の
方
向
で
は
な
く
、
ま
さ
に
上
述

の
點

に
こ
そ
そ
の
主
張
を
求
め
る
ぺ
き
で
あ

っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

三

 

文
學
史
観
の
問
題
は
、
唐
初
の
史
官
た
ち
の
文
學
思
想
を
論
じ
る
者
な
ら
ば
誰
し
も
が
取
り
上
げ
る
も
の
で
あ
る
が
、
薔
來
の
研
究

に
は

一
つ
の
大
き
な
誤
解
が
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
唐
初
の
史
官
た
ち
の
南
朝
文
學
に
封
す
る
評
債
が
、
決
し
て
南
朝
文
學
全

般

に
わ
た
っ
て
の
全
面
的
な
批
剣
で
は
な
く
、
南
朝
も
末
期
の
あ
る
種

の
文
學
に
樹
す
る
極
め
て
限
定
的
な
批
到

で
あ

っ
た
こ
と
で
あ

る
。
『
北
齊
書
』
文
苑
傳
序
は
、
梁
末

の
文
學
情
況
に

つ
い
て

「
江
左
の
梁
末
、
彌
よ
輕
瞼
を
爾
ぶ
。
始
め
は
儲
宮
自
り
し
、
流
俗
に
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刑
る
。
浩
…濫

を
雑
え
て
以
て
音
を
成
す
。
故
に
悲
し
む
と
錐
も
雅
な
ら
ず
」
と
い
う
よ
う
に
、
簡
文
帝

(薫
綱
)
の
東
宮
か
ら
流
行
し

だ
し
た
宮
體
詩
の
類
を
、ま
た
北
齊
末
の
そ
れ
に
つ
い
て
は
後
主
緯
が
好
ん
だ
「近
代
輕
艶

の
諸
詩
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
「倶

に
淫
聲
を
騨

に

し
」
「並
に
亡
國
の
音
爲
り
」
と
し
て
、
そ
の

「
爾
朝
の
叔
世
」
を
批
到
し
て
い
る
。
し
か
し
彼
ら

は
、
魏

・
巫
日
及
び
宋

・
齊

・
梁

・

陳
の
南
朝
文
學
全
般
に
わ
た
っ
て
、
何
ら
か
の
其
體
的
論
評
を
し
て
い
る
わ

け

で
は
な

い
。
ま

た

『
周
書
』
王
褒

・
庚
信
傳
論
は
、

「
梁
の
季
に
盛
行
し
」
北
周
王
朝
に
も
流
行
し
て
い
た
庚
信
體
の
文
章
に

つ
い
て
、
「
そ
の
體
は
淫
放
を
以
て
本
と
爲
し
、
そ
の
詞
は

輕
瞼
を
以
て
宗
と
爲
す
」
と
批
剣
し
、
さ
ら
に
は
爾
者
を

「
詩
賦
の
罪
人
」
と
ま
で
手
嚴
し
く
決
め
つ
け
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
文
學

史
論
は
、
ま
ず

「
聖
人
の
述
作
」
と
諸
子
百
家
の
文
章
を
別
格
扱

い
で
述
べ
た
あ
と
、
漢

・
魏

・
否

に
高
い
評
債
を
與
え
、
そ
の
後
五

胡
十
六
國
時
代

・
北
魏

・
北
周
に
つ
い
て
お
お
む
ね
肯
定
的
な
論
評
を
加
え
て
い
る
だ
け
で
、
東
奮
以
降
、
宋

・
齊

・
梁

・
陳
の
南
朝

文
學

に
つ
い
て
具
體
的
に
論
及
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

こ
う
し
た
南
朝
文
學
を
限
定
的
に
批
到
す
る
文
學
史
論
を
、
さ
ら
に
鮮
明
に
打
ち
出
し
て
い
る
の
は

『
晴
書
』
丈
學
傳
序
で
あ
る
。

『
晴
書
』
は
梁
の
武
帝
の
末
年
、
部
ち
大
同
年
間
よ
り
以
降
を

「雅
道
倫
訣
し
、
漸
く
典
則

に
乖
き
、
孚
ひ
て
新

巧
に
馳
す
」
と
否
定

的
に
述
べ
、
と
り
わ
け
簡
文
帝

・
湘
東
王

・
徐
陵

・
庚
信
ら
梁

・
陳

の
文
章
を

「其

の
意
は
淺

に
し
て
繁
、
其

の
文
は
匿
に
し
て
彩
「

詞
は
輕
瞼
を
尚
び
、
情
は
哀
思
多
し
」
と
酷
評
し
て
「
亡
國
の
音
」
と
噺
罪
す
る
。
そ
の
否
定

の
論
調
は
痛
烈

で
あ

る
。
そ
し

て
該
書

は
、
そ
う
よ
た
梁

・
陳
の
餘
波
を
う
け
た
北
周
文
學
を
も
同
様
に
「
流
宕
し
て
反
る
を
忘
れ
、
取
裁
す
る
所
無
し
」
と
手
嚴
し
く
批
剣
す

る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
批
剣
は
、
あ
く
ま
で
梁
末
か
ら
流
行
し
た
宮
體
、
徐
庚
體

の
詩

に
つ
い
て
だ
け
で
あ
り
、
決

し
て
南
朝
文
學
全
般

に
つ
い
て
で
は
な
い
。
む
し
ろ
そ
れ
以
外

の
南
朝
な
い
よ
北
朝
文
學
に
つ
い
て
は
、次
の
よ
う
に
高
b
評
贋
を
與
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
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永
明

・
天
監
の
際
、
太
和

・
天
保

の
間
に
聾
び
て
、
洛
陽

・
江
左
は
文
雅
尤
も
盛
ん
な
り
。
時
に
干
ひ
て
作
者
は
、

藩
陽

鴨

・
呉
郡
の
沈
約

・
樂
安
の
任
肪

・
濟
陰
の
温
子
昇

・
河
間

の
刑
子
才

・
鈍
鹿

の
魏
伯
起
等
。
並
び
に
學
は
書
圃
を
窮

め
、
思
ひ
は

人
文
を
極
め
、
褥
繰
は
雲
霞
よ
り
欝
く
、
逸
響
は
金
石
よ
り
振
ふ
。
英
華
は
秀
發
し
、
波
瀾
は
浩
蕩

し
、
筆

に
は
力
を
餘

す
有

り
、
詞
に
は
源
を
端
く
す
無
し
。
諸
を
張

(衡
)
・
票

(琶
)
・
曹

(植
)
・
王

(集
)
に
方
ぶ
れ
ぽ
、
亦
た
各

一
時
の
選
な
り
。

=

こ
こ
で
は
齊

の
永
明
年
間
か
ら
梁
武
帝
の
前
半

の
天
監
年
間
、
北
魏

の
太
和
年
間
か
ら
北
齊
の
天
保
年
間
の
時
代

に
活
躍
し
た
江
掩

・

沈
約

・
任
防

・
温
子
昇

・
那
郡

・
魏
牧
ら
を
絶
貸
に
近

い
言
葉
で
稽
揚
し
て
い
る
。
と
く
に
梁
の
武
帝
の
時
代
の
文
學
に
つ
い
て
、
、こ

と
さ
ら
前
半
と
後
半
で
評
贋
を
は

っ
き
り
と
逆
轄
さ
せ
て
い
る
の
は
、

こ
う
し
た

『
晴
書
』

の
南
朝
文
學

へ
の
態
度
を
端
的

に
物
語

っ

て
あ
り
あ
ま
る
も
の
が
あ
る
。

こ
の
點
で
は

『
晴
書
』
経
籍
志

の
集
部
紹
論
も
こ

の

『晴
書
』
文
學
傳
序
と
軌
を

一
に
す

る
。
『
晴
志
』
集
部
総
論
は
、
文
の
本
源

か
ら
説
き
起

こ
し
、
先
秦

・
漢

・
魏

・
巫日
よ
り
、
東
否

・
宋

・
齊

・
梁

・
陳

の
南
朝
、
及
び
北
魏

・
北
齊

・
北
周

・
晴

の
北
朝
ま
で
の

時
代

の
全
交
學
史
を
、
簡
潔
で
は
あ
る
が
も
れ
な
く
批
評
し
た

一
篇

の
好
文
學
史
論
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

『晴
志

』
集
部
総
論
は

『詩

経

』
『
楚
僻
』
以
降
を
ほ
ぼ
肯
定
的
に
評
贋
し
、
前

漢
で
は
嚴
助

・
郷
陽

・
枚
乗

・
司
馬
相
如
、
後
漢
で
は
張
衡
、
魏
で
は
王
簗
、
西

膏

で
は
潘
岳

・
陸
機
ら
を
代
表
的
な
文
人
と

し
て
取
り
上
げ
る
。
と
く
に
潘
岳

・
陸
機

へ
の
評
贋
は
高
く
、
「並
び
に
糊
藻
は
相
ひ
輝

き

、
宮
商

は
間
起
し
、
清
群

は
金
石
を
潤
し
、
精
義
は
雲
天
に
薄
る
」
と
手
ぽ
な
し
で
稔
賛
す
る
。
宋

・
齊
か
ら
梁
初
ま
で
は
、
謝
霞

運

・
顔
延
之
、
謝
眺

・
沈
約
ら
の
名
を
あ
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
、

霊
連
の
高
致
の
奇
、
延
年
の
錯
綜

の
美
、
謝
玄
暉
の
麗
藻
、
沈
休
文

の
富
濫
、
輝
換
、
斌
蔚
と
し
て
、
僻
義
観
る
べ
し
。
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と
、
こ
れ
も
ま
た
非
常
に
高
い
評
便
を
與
え
る
。
と
こ
ろ
が
梁
の
簡
文
帝
が
始
め
た
宮
體
詩
の
時
點
か
ら
、
そ
う
し
た
南
朝
文
學

へ
の

肯

定
的
評
債
は

一
攣
し
て
、
「
清
僻
巧
制
も
、
柾
席
の
問
に
止

ま
り
、
雛
琢
蔓
藻
も
、
思
ひ
は
閨
閲
の
内

に
極
く
。
…
:
・流
宕
し
て
已

ま
ず
、
喪
亡
に
詑
ぶ
」
と
否
定
的
評
償
に
攣
り
、
同
様
に
陳

の
文
學
に
つ
い
て
も

「
陳
氏
之
に
因
り
、
未
だ
全
攣
す
る
能
は
ず
」
と
批

到
す
る
に
至
る
。
こ
の
よ
う
に

『
晴
志
』
集
部
縫
論
も
、
永
明
體
を
ふ
く
め
た
南
朝
文
學
を
ほ
ぼ
全
面
的
に
肯
定
し
、
梁
末
以
降

の
宮

體
文
學
だ
け
を
批
剣
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の

『晴
書
』
の
宮
體
批
剣
は
、
同
じ
く
魏
徴
が

『
梁
書
』
本
紀
総
論
に
お
い
て
、

簡
文
帝
を

「
然
れ
ど
も
文
は
盤
に
し
て
用
は
寡
な
く
、
華
に
よ
て
實
な
ら
ず
、
體
は
淫
麗
を
窮
め
、
義
は
疏
通
す
る
こ
と
牢
し
」
と
批

剣

し
た
の
と
正
に
符
合
す
る
。

さ
ら
に

『
梁
書
』
文
學
傳
序

・
『
陳
書
』
文
學
傳
序
に
な
る
と
、
『
北
齊
書
』
『
周
書
』
『
晴
書
』
に
く
ら
べ
て
よ

り

一
層
南
朝
文
學
の

肯
定

へ
と
傾
斜
す
る
。
『
梁
書
』
は
、
武
帝
と
そ
の
宮
廷
文
壇
を
、

高
租
は
聰
明
文
思
に
し
て
、
匿
宇
に
光
宅
し
、
儒
雅
を
労
求
し
て
、
異
人
を
詔
採
し
、
文
章
の
盛
、
燥
乎
と

し
て
倶
に
集
る
。
毎

に
御
幸
す
る
所
、
親
ち
群
臣
に
命
じ
て
詩
を
賦
さ
し
め
、
其
の
文
の
善
き
者
に
は
、
賜
う
に
金
畠
を
以
て
し
、
閥
庭
に
詣

っ
て
賦

頬
を
献
ず
る
者
は
、
或

い
は
焉
を
引
見
す
。

と
全
面
的
に
稽
賛
し
、
『陳
書
』
に
至

っ
て
は
、
艶
麗
な
文
學
に
遊
び
ほ
う
け
て
亡
國
の
主
と

し
て
悪
評
高

い
後
主
を
も
、
か
え

っ
て

毎
に
臣
下
の
表
疏
し
、
及
び
賦
頒
を
献
上
す
る
者
は
、
躬
自
ら
省
覧
す
。
其

の
、
僻
に
工
な
る
有
ら
ば
、
則
ち
神
筆
も
て
賞
激

し
、
其
の
爵
位
を
加
ゆ
。
是
を
以
て
摺
紳
の
徒
は
、
威
な
自
ら
働
む
を
知
る
。

と
稻
揚
し
た
の
で
あ
る
。
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な
お

『
暦
書
』
文
苑
傳
序
は
、
そ
の
體
裁
上
南
朝
文
學
に
言
及
す
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
よ
、
潘
岳

・
陸
機
の
出
現
に
よ

っ
て
そ
の

後

の
六
朝

の
唯
美
文
藝

の
發
展
方
向
を
決
定
し
た
晋
代
文
學
史
の
あ
り
方
を
、
そ
の
ま
ま
肯
定
的
に
叙
述
し
て
い
る
こ
と
を
最
後
に
付

(
5
)

記

し
て
お
く
。

以
上
の
よ
う
に
唐
初
の
史
官
た
ち
の
南
朝
文
學
に
封
す
る
態
度
は
、

一
般

に
考
え
ら
れ
て
き
た
よ
う
に
糖
體
と

し
て
南
朝
文
學
批
剣

に
傾
い
て
い
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
決
し
て
な
く
、む
し
ろ
逆
に
、
そ
の
肯
定
と
否
定
と
の
範
園
に
は
若
干
の
差
は
あ
る
も
の
の
南
朝
交

學
を
全
體
的
に
高
く
評
債
し
、
そ
の
末
期
の
宮
體
や
徐
庚
體
な
ど
の
淫
麗
な
文
章
だ
け
を
部
分
的
に
否
定
す
る
と

い
う
相
當
に
南
朝
よ

り
の
文
學
史
観

で
あ

っ
た
と
い
え
る
。
と
こ
ろ
で
い
ま
、
そ
う
し
た
史
家
た
ち
の
文
學
史
観
を
、同
じ
南
朝
文
學
批
到

の
系
譜
と
し
て
し

ば

し
ば
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
六
朝
の
斐
子
野
、
蘇
緯
、李
譯
、初
唐

の
四
傑
、陳
子
昂
、
盧
藏
用
ら
の
文
學
史
観
と
く
ら
ぺ
て
み
よ
う
。

ま
ず
梁

の
装
子
野

に
つ
い
て
。
彼

は
い
わ
ゆ
る

「
離
轟
論
」
の
な
か
で
、
楚
群
か
ら
漢
賦

へ
と
演
攣
し
た
僻
賦
文
學
を
、

若
し
夫
れ
俳
側
芳
券

は
、
楚
騒
之
が
組
爲
り
。
靡
漫
容
與
は
、
相
如
其
の
音
を
拍
く
。
是
れ
由
り
聲
に
随
い
響
を
逐
ふ
の
傳
は
、

指
蹄
を
棄
て
て
執
る
無
く
、
賦
詩
歌
碩
は
百
揆
五
車
た
り
。

と

批
到
し
、
文
章

の
思
想
性
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
形
式
美
の
み
を
追
求
す
る
道
を
切
り
開
い
た
者
と
し
て
屈
原

・
司
馬
相
如
を
非
難
よ

て
い
る
。
ま
た
東
管
以
降
の
文
學
、
と
く
に
宋
の
顔
延
之

・
謝
蟹
運
を
、
「筆
幌
に
箴
繍
よ
、
廟
堂
に
取
る
無
し
」
と
批
剣

し
、
さ
ら

に
宋

の
大
明
年
間
以
降
の
文
章
を
、
「其

の
興
浮
に
し
て
、
其
の
志
弱
く
、
巧
に
し
て
要
な

ら
ず
、
隠
に
し
て
深

か
ら
ず
」
と
酷
評
す

る
。
こ
の
よ
う
な
装
子
野
の
南
朝
文
學

へ
の
否
定
的
な
姿
勢
は
、
前
述

の

『晴
志
』
集
部
総
論
が
、
例
え
ば
宋

・
齊
時
代
の
顔
延
之

・

謝
霊
運
を
、
そ
れ
ぞ
れ

「
錯
綜
の
美
」
「
高
致
の
奇
」
と
稔
揚
し
、
「輝
換
斌
蔚
と
よ
て
、
餅
義
観
る
べ
し
」
と
評
償
し
た
の
と
比
較
し
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た
場
合
、
雨
者
の
主
張
の
へ
だ
た
り
は
極
め
て
大
き
い
。

北
周
の
蘇
緯
は
、
當
時
に
流
行
し
て
い
た
餅
禮
文
を
排
し
て
、
『
尚
書
』
の
膿
に
な
ら

っ
た
古
ぶ
り
の

「
大
誰
」
を
作

っ
た
こ
と
で

有
名
で
あ
る
が
、
彼
の
南
朝
文
學
に
封
す
る
態
度
は
、

近
代
以
來
、
文
章
は
華
靡
、
江
左
に
逮
ん
で
彌
よ
復
た
輕
薄
、
洛
陽
の
後
進
は
租
述
し
て
已
め
ず
。

と

い
う
獲
言
か
ら
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
は
こ
こ
で
替
以
後

の
南
北
朝
文
學
を
、
「華
靡
」
「
輕
薄
」
の

一
言
廼
あ

っ
さ
り
と
否
定
し

て
し
ま

っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
蘇
紳
の
胤
暴
と
も
い
え
る
南
朝
文
學
全
面
否
定
の
文
學
史
観
は
、
逆
に
南
朝
文
學
を
全
膿
的
に
肯
定
し

た
唐
初
の
史
官
た
ち
の
文
學
史
観
と
こ
れ
を
同
列
に
論
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
は
、
も
は
や
火
を
見
る
よ
り
も
明
ら
か
で
あ
る
。

晴

の
李
誇
は
、
さ
ら
に
徹
底
し
て
南
朝
の
美
文
學
を
嫌
悪
す
る
。
唯
美
交
藝
の
交
才
で
宮
吏
を
登
用
す
る
こ
と
に
反
野
し
た
上
奏
文

の
な
か
で
、
彼
は
魏
の
時
代
を
、

魏
の
三
組
は
、
更
も
文
詞
を
尚
び
、
君
人
の
大
道
を
忽
せ
に
し
、
雛
虫
の
小
藝
を
好
む
。
下
の
上
に
從
ふ
は
、
影
響
に
伺
し
き
有

り
、
競
ひ
て
文
華
を
膀
せ
、
邉
に
風
俗
を
成
す
。

と
指
弾
し
、
・つ
づ
け
て
齊

・
梁
時
代

の
文
學
を
次

の
よ
う
に
手
嚴
し
く
告
護
す
る
。

江
左
の
齊
梁
、
其
の
弊
彌
よ
甚
し
。
貴
賎
賢
愚
も
、
唯
だ
吟
泳
に
務
む
。
途
に
復
た
理
を
遣
れ
異
を
存
し
、
虚

を
尋
ね
微

を
逐

ひ
、

一
韻

の
奇
を
競
ひ
、

一
字

の
巧
を
争
ふ
。
篇
を
連
ね
憤
を
累
ぬ
る
も
、
月
露

の
形
を
出
で
ず
、
案
に
積
み
箱
に
盈

つ
る
は
、

唯
だ
是
れ
風
雲
の
状
の
み
。

こ
の
よ
う
な
激
し
い
齊
梁
文
學
否
定
は
、
例
え
ば
同
じ
齊
梁
時
代
の
江
滝
、
沈
約
ら
を

「
褥
繰
欝
於
雲
霞
、
逸
響
振
於
金
石
、
英
華
秀
う



發
、
波
瀾
浩
蕩
、
筆
有
餘
力
、
詞
無
端
源
」
(前
出
)
と
絶
賛
し
た

『
晴
書
』
文
學
傳
序
と
は
雲
泥
の
差
が
あ

る
。

初
唐

の
四
傑
、
陳
子
昂
、
盧
藏
用
等
の
文
學
史
観
に
つ
い
て
は
嘗
て
論
じ
た
こ
と
が
あ
る

の
で

(本
誌
第
八
號

「初
唐
四
傑
の
文
學
思

想
」
一
九
七
九
年
)、
詳
細
は
そ
れ
に
譲
り
、
こ
こ
で
は
で
き
る
だ
け
簡
略
に
記
す

こ
と
に
す
る
。
酪
賓
王
と
陳
子
昂
は
、
お
お
む
ね
漢

魏
巫日
ま
で
の
文
學
を
評
償
し
、
南
朝

の
東
畜
な
い
し
は
齊
梁
以
降
を
否
定
す
る
。
こ
の
齊
梁
文
學
を
否
定
す
る
文
學
史
論
は
、
お
そ
ら

く
唐
代
を
通
じ
て
最
も

一
般
的
な
文
學
史
観
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
王
勃
、
楊
燗
、
盧
藏
用
の
文
學
史
観
は
互
い
に
微
妙
な
違
い
は

あ
る
も
の
の
、
早
く
も
楚
僻
文
學
な
い
し
は
漢
代

の
僻
賦
文
學
か
ら
、
そ
の
ま
ま
ず

っ
と
南
朝
ま
で
を
批
到
な

い
し
は
全
面
的
に
否
定

す
る
。
こ
の
よ
う
に
文
章
美
を
徹
底
し
て
否
定
す
る
極
め
て
硬
直
し
た
文
學
史
観
は
、
盛

・
中
唐
の
古
丈
家
に
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ

(
6
)

る
所
で
あ
る
。
と
す
れ
ぽ
彼
ら
も
ま
た
、
唐
初
の
史
官
た
ち
の
文
學
史
観
と
は
き
わ
め
て
大
き
な
隔
差
が
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い

の
で
あ
る
。

以
上
の
検
討
か
ら
唐
初
の
史
官
た
ち
と
、
六
朝

の
斐
子
野
、
蘇
緯
、
李
謬
、
初
唐
の
四
傑
、
陳
子
昂
、
盧
藏
用
た
ち
と
の
文
學
史
観

が
、
あ
た
か
も
水
と
油
の
よ
う
に
は

っ
き
り
と
異
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
違
い
は
、
輩
に
文
學
史

論
の
時
代
的
作
者
的
範
園
の
ち
が
い
だ
け
で
は
な
い
。
そ
の
主
張

の
う
ら
に
は
、
實
は
そ
う
し
た
文
學
史
観
の
ち
が
い
を
支
え
る
根
本

的
な
思
想
の
相
異
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
結
論
か
ら
先
に
言
え
ぽ
、
そ
れ

ほ
、
文
章

の
諸

も
ろ

の
形
式
美
が
政
治
、
社
會

へ
の
教

化
、
功
用
に
有
盆
だ
と
見
倣
す
の
か
、
或
い
は
逆
に
有
害
だ
と
見
倣
す
の
か
の
違
い
で
あ
る
。
『
晴
書
』
経
籍
志

の
総
序
で
、

夫
れ
仁
義
禮
智
は
、
国
を
治
む
る
所
以
な
り
。
方
技
敷
術
は
、
身
を
治
む
る
所
以
な
り
。
諸
子
は
経
籍
の
鼓
吹
爲
り
、
文
章
は
乃

ち
政
化

の
翻
献
、
皆
な
治
の
具
爲
り
。
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と
い
う
よ
う
に
、
史
官
た
ち
に
と

っ
て
文
章
は
治
政

・
教
化
の
た
め
の
い
わ
ば
ぬ
い
と
り
で
あ
り
あ
や
も
よ
う
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

文
章
は
ま
ず
な
に
よ
り
も
美
し
く
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
治
政
、
教
化
を
飾
り
た
て
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
『
晴
志
』
集
部
総
論
の
冒
頭
で
、
「
文
は
言
を
明
か
に
す
る
所
以
な
り
」
と
い
う
時
と
同
様
、
彼
ら
に
と

っ
て
文
章
美
そ
れ
自
體

は
決
し
て
否
定
す
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
あ
る
目
的
の
た
め
の
重
要
な
存
在
意
義
を
有
す
る
の
で
あ

る
。
『膏

書
』
や

『北
齊
書
』
や

『
晴
書
』
が
〈
文
の
用
〉
を
述
べ
る
時
、
ひ
と
し
く

『
左
傳
』
の

「
言
の
文
無
き
は
、
行

な
わ

る
と
も
遠
か
ら
ず
」
の
言
を
引
い
た

の
も
、
文
章
美
の
功
用
の
重
要
性
を
證
す
る
た
め
で
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
に
文
章
の
形
式
美
が
治
政

.
教
化
に
重
要
で
あ

っ
た
か
ら
こ

そ
、
文
章
美
を
發
展
さ
せ
た
南
朝
文
學
を
総
體
と
し
て
肯
定
し
た
の
で
あ
り
、
た
だ
美
の
た
め
に
美
を
追
求
し
て
政
治
性

.
教
化
性
か

ら
乖
離

し
て
し
ま

っ
た
宮
體
、
徐
庚
體
の
文
學
を
こ
と
さ
ら
に
限
定
的
に
批
剣
し
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
斐
子
野
や
李
謬
や
王
勃
ら

は
、
文
章

の
形
式
美
を
敵
覗
す
る
。
文
章
美
が
多
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
文
學
の
政
治
性
、
教
化
性
は
ま
す
ま
す
喪
わ
れ
て
行
く
と
考

え
る
。
漢

・
魏

・
奮

・
南
北
朝
の
文
章
の
形
式
美
の
發
展
の
歴
史
は
、
實
は
そ
う
い
う
歴
史
で
あ

っ
た
と
し
て
嚴
し
く
非
難
し
た
の
で

あ

っ
た
。

ま
た
唐
初
の
史
官
た
ち
は
、
文
學
の
教
化
性
を
主
張
よ
つ
つ
も
全
體
的
に
美
し
い
南
朝
文
學
を
積
極
的
に
容
認
よ
た
が
、
そ
う
し
た

文
學
史
観
の
背
景
に
は
、
六
朝
に
誕
生
し
て

一
般
化
し
た
い
わ
ば
文
學
進
化
説
の
考
え
方
が
存
在
す
る
こ
と
、
容
易
に
想
像
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
文
學
進
化
説
と
は
、
退
歩
史
観
や
尚
古
史
観
と
は
異
な
り
、
文
學
は
時
代
と
と
も
に
攣
化
發
展
す
る
と
い
う

一
つ
の
前

向
き
の
文
學
史
観
で
あ
り
、
多
く
の
六
朝
文
人
た
ち
は
そ
う
し
た
観
點
か
ら
、
近
代
に
お
け
る
文
章

の
形
式
美

の
發
展
を
基
本
的
に
是

認
し
た
。
從

っ
て
六
朝

の
文
人
た
ち
や
唐
初

の
史
官
た
ち
が
教
化
に
資
す
る
も

の
と
考
え
た
時

の
近
代
の
文
章
と
は
、
も
は
や
前
代
の



粗
野
な
文
章
で
は
な
く
、
同
時
代
の
形
式
美
を
も
兼
ね
備
え
た
美
し
い
文
章
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

'

さ
ら
に
文
章
の
形
式
美
で
治
政
、
教
化
を
飾
れ
と
い
う
考
え
方
は
、
或
い
は
仮
り
に

"
〈
頚
〉
的
文
學
観
"
と
呼
ん
で
い
い
か
も
し

れ
な
い
。
や
や
齪
暴
な
意
見
で
あ
る
が
誤
解
を
恐
れ
ず
に
言
え
ば
、
元
來
、
漢
代
の
儒
家
が
主
張
し
た
と
こ
ろ
の
政
治
、
社
會
に
功
用

す
べ
き
文
學
の
機
能
に
は
、
〈
頬
美
〉
と
〈
風
刺
〉
の
二
つ
の
方
面
が
あ

っ
た
。
し
か
し
實
際
的
に
は
、
六
朝
期

の
文
学

で
は
主

に

〈
頒
美
〉
の
方
面
が
發
揮
さ
れ
、
盛

・
中
唐
の
古
詩

・
古
文
家
の
間
で
は
〈
風
刺
〉

〈
比
興
〉

の
方
面
が
強
調
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、
〈
頬
〉
の
文
學
は
〈
比
興
〉
の
文
學
に
く
ら
べ
て
現
實
の
政
治
を
美
化
す
る
御
用
文
學
に
堕
よ
や
す
い
。
や
や
圖
式
的
に
な
る

が
〈
比
興
〉
的
な
文
學
観
を
、
主
に
唐
代
の
新
興
の
中
下
層
士
大
夫
1
ー

謂
わ
ば
上
暦
部
の
執
行
す
る
政
治
の
あ
り
方
に
、
士
大
夫
と

し
て
の
共
同
責
任
を
感
ず
る
人

々

の
文
學
観
だ
と
す
れ
ば
、
〈
碩
〉
的
な
文
學
観
は
〈
風
刺
〉
さ
れ
る
よ
り
は
〈
頬
美
〉

さ
れ
る
.

こ
と
を
必
要
と
す
る
、
直
接
に
政
権
を
澹
當
す
る
最
上
暦
部
に
ふ
さ
わ
し
い
文
學
観
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
う
よ
た
観
點
に
立
つ

な
ら
ば
、
唐
初
の
史
官
た
ち
の

"
〈
碩
〉
的
文
學
観
"
は
六
朝
的
陰
騎
を
濃
厚
に
も
ち
、
盛

.
中
唐

の
古
詩

・
古

文
家

の

"
〈
比
興
〉

的
文
學
観
"
と
深
く
断
絶
す
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
か
か
る
唐
初
の
史
官
た
ち
の
文
學
史
観
は
、
從
來
の

一
般
的
な
認
識
と
は
反
封
に
、
む
よ
う
同
じ
く
宮

體
詩
を
内
容

・
思
想
性
の
欠
如
す
る
文
學
と
よ
て
嚴
し
く
批
到
し
た
劉
魏
の

『
文
心
雛
龍
』
や
薫
統
の

『
文
選
』
流
の
古
典
的
正
統
的

な
文
學
思
想
に
よ
り
近
か
っ
た
、
と
到
断
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

四
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以
上
、
本
論
で
検
討
し
た
初
唐
の
前
代
史
文
苑
傳

・
文
學
傳
の
序
や
論
に
つ
い
て
、
そ
の
結
果
を
簡
輩
に
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に

な
る
。

ま
ず
そ
の
序
や
論

の
冒
頭
に
位
置
す
る
〈
文
の
用
〉
を
述
べ
た
総
論
的
な
部
分
④
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
儒
敏
思
想
に
の
っ
と

っ
た

文
學
論
と
い
う
點
で
は
、
た
だ
六
朝
の
斐
子
野
、
李
誇
や
盛

・
中
唐
の
古
文
家
ら
と
共
通
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
陸
機
、
劉
襯
、
瀟
統

ら
六
朝
を
代
表
す
る
知
識
人
の
文
學
論
と
も
共
通
し
、
さ
ら
に
そ
の
儒
教
思
想
に
の
っ
と

っ
た
文
論
の
内
容
や
記
述
の
表
現
面
で
は
、

む
し
ろ
そ
の
よ
う
な
六
朝
期
の
代
表
的
な
文
論
の
中
の
、

一
部
儒
教
的
立
場
か
ら
し
た
發
言
に
近

い
と
い
・兄
る
。

ま
た
、
そ
の
次
に
つ
づ
く
具
體
的
な
文
學
史
を
叙
述
し
た
部
分
⑥
に
つ
い
て
は
、
永
明
體
を
ふ
く
め
て
南
朝
文
學
を
全
體
と
し
て
積

極
的

に
是
認
し
つ
つ
も
、
宮
體
や
徐
庚
體
等
の
文
章
の
み
を
限
定
的
に
批
到
す
る
文
學
史
観
で
あ
り
、
そ
う
し

た
限
定
的
な
南
朝
批
剣

の
文
學
史
観
は
、
斐
子
野
、
蘇
緯
、
李
譯
、
初
唐
の
四
傑
、
陳
子
昂
、
盧
藏
用
、
古
詩

・
古
文
家
ら
の
ほ
ぼ
全
面
的
な
南
朝
文
學
批

到
、
と
り
わ
け
齊

・
梁
文
學
批
剣
の
文
學
史
観
と
は
、
そ
の
裏

に
あ
る
思
想
も
ふ
く
め
て
、
全
く
異
質
で
封
立
的
な
文
學
史
観
で
あ

っ

て
、
む
し
ろ
そ
れ
は
、
六
朝
の
古
典
的
正
統
的
文
學
論
で
あ
る

『
文
心
雛
龍
』
等
に
よ
り
近
い
と
到
断
さ
れ
る
。

ま
た
、
そ
の
中
間
及
び
末
尾
に
位
置
す
る
文
學
論
を
吐
露
し
た
部
分
◎

に
つ
い
て
は
、
前
稿
で
既

に

『
文
心
離
龍
』
等
の
オ
ー
ソ
ド

ッ
ク
ス
な
六
朝
文
論
の
延
長
で
あ

っ
た
こ
と
を
述
べ
た
。

そ
こ
で
以
上
の
論
述

の
結
果
を
総
合
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
郎
ち
、
唐
初
の
史
官
た
ち
の
文
論
は
、
六

朝
の
装
子
野
、
蘇
紳
、
李
譯
、
及
び
初

・
盛

・
中
唐
の
儒
教
的
復
古
的
文
學
論
と
の
關
係
で
は
、
上
述
の
④
⑬
⑥
の
全
て
の
面
で
こ
と

ご
と
く
異
な
り
、
む
し
ろ
そ
の
逆
に
④
⑧
⑥
の
あ
ら
ゆ
る
面
で
、
六
朝
の
オ
ー
ソ
ド

ッ
ク
ス
な
古
典
主
義
的
文
論
と
こ
そ
密
接
な
關
連
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が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ぽ
、
唐
代
の
儒
家
的
復
古
的
文
學
思
想
の
系
譜
と
し
て
、
六
朝
の
斐
子
野
、
蘇
緯
、
李
譯
↓

唐

初
の
史
官
↓
初
唐

の
四
傑
、
陳
子
昂
、
盧
蔵
用
↓
盛

・
中
唐

の
古
詩

・
古
文
家
と
な
さ
れ
て
き
た
從
來
の
文
學
批
評
史
は
、
も
は
や

そ

の
ま
ま
の
形
で
こ
れ
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
。
少
な
く
と
も
こ
の
唐
初
の
史
官
た
ち
だ
け
は
、
そ
の
復
古
思
想
の
系
譜
か

(
7

)

ら
除
外
し
て
考
え
ね
ぽ
な
ら
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

た
だ
こ
こ
で
結
論
を
確
認
す
る
前
に
、
念
の
た
め
あ
る

一
つ
の
疑
問
を
解
決
し
て
お
か
ね
ば

な

ら
な

い
。
そ
れ
は
さ
き
の
④
の
部

分

、
即
ち
唐
初

の
史
官
た
ち
の
文
論
は
、
六
朝
の
斐
子
野
、
蘇
紳
、
李
譯
や
初

・
盛

・
中
唐
の
復
古
論
者
と
も
、
儒
教
の
思
想
に
も
と

つ

く
文
論
を
持

っ
て
い
た
點
で
は
互
い
に
共
通
性
が
あ

っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
果
た
し
て
右
の
よ
う
に
唐
孤

α
史
官
た
お
σ
交
論

は
、
劉
鮒
等
の
六
朝

の
古
典
主
義
的
文
論
と
だ
け
關
連
が
深

い
と
結
論
づ
け
て
よ
い
も

の
で
あ

ろ
う

か
、
と

い
う
疑
問
で
あ
る
。
以

下
、
若
干
そ
れ
に
つ
い
て

一
つ
の
方
法
論
的
立
場
か
ら
論
じ
て
み
よ
う
と
思
う
。

儒
教
思
想
が
あ
ら
ゆ
る
場
に
お
い
て
常

に
絶
樹
的
な
規
範
で
あ

っ
た
封
建
中
國
に
あ

っ
て
は
、
何
事
で
あ
れ
そ

の
束
縛
か
ら
完
全
に

自
由
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
非
常

に
稀
で
あ
る
。
從

っ
て
そ
う
し
た
封
建
中
國
で
は
文
學
論
を
陳
述
す
る
際

に
も
、
儒
教
思
想
に
も
と

つ

か
な
い
發
言
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
い
つ
の
世
で
も
何
れ
の
塵
で
も
誰
に
で
も
、
多
少

に
か
か
わ
ら
ず
そ
う
よ
た
儒
教
的
發
言
が
あ
る

の
が
常
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
場
合
、
あ
る
文
論

に
儒
教
的
な
要
素
が
あ
る
事
自
體
は
さ
ほ
ど
重
要
な
事

で
は
な
い
。
む
し
ろ

そ

の
場
合
に
問
題
に
す
べ
き
は
、
そ
の
儒
教
的
要
素

の
量
と
質
と
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
重
要
な
の
は
、
そ
の
種

の
儒
教
的
要
素
を

一
部

に
ふ
く
む
文
論
を
総
體
と
し
て
な
が

め
た
時
、
そ
の
文
論
の
歴
史
的
相
樹
的
な
特
質

(
普
遍
的
絶
封
的
な
特
質
で
は
な
い
)
を
決
定
す
る

決

め
手
は
、
文
論
総
體
に
、
か
え

っ
て
儒
家
的
要
素
以
外
の
い
か
な
る
要
素
が
ど
れ
だ
け
含
ま
れ
て
い
る
か
、
と

い
う
點
に
あ
る
こ
と
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に
な

っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
観
點
か
ら
も
う

一
度
唐
初
の
史
官
た
ち
を
振
り
返

っ
て
み
る
と
、
そ
の
儒
教
的
要
素
は
、
六
朝
の
表
子
野
、
蘇
緯
、
李
誇

や
唐
の
復
古
文
論
者
ら
が
ほ
ぼ
そ
れ

一
色
で
あ

っ
た
の
に
封
し
て
、
唐
初
の
史
官
た
ち
の
文
論
は
、
そ
う
し
た
儒
教
的
要
素
の
量
も
比

較

的
少
な
く
、
そ
の
質
も
前
述
し
た
よ
う
に

ニ
ュ
ア
ン
ス
を
異

に
し
て

い
た
。

一
方
、
儒
教
的
要
素
以
外
の
要
素
と
い
う
點
に
な
る

と
、
前
稿
で
論
述
し
た
よ
う
に
比
較
的
そ
の
量
も
多
く
、
そ
れ
は
六
朝
の
正
統
的
古
典
的
文
論
を
ほ
と
ん
ど
踏
襲

し
た
も

の
で
あ

っ

た
。そ

し
て
、
こ
れ
を
互
覗
的
な
文
學
思
想
史
の
観
點
に
立

っ
て
言
い
直
す
な
ら
ぽ
、
唐
初
史
官
た
ち
の
文
論
は
、
そ
の
後
の
盛

・
中
唐

の
儒
教
的
復
古
的
な
文
學
論

の
開
幕
を
飾
る
も

の
で
は
決
し
て
な
く
、
正
統
的
古
典
的
な
六
朝
文
學
論

の
歴
史

の
舞
台

へ
の
最
後

の
登

場
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

註

(
1
)
例
え
ば
、
陳
鍾
凡

『
中
國
文
學
批
評
史
』、
郭
紹
虞

『
中
國
文

學
批
評
史
』
『中
國
古
典
文
學
理
論
批
評
史
』、
朱
東
潤

『中
國

文
學
批
評
史
大
綱
』、
羅
根
澤

『中
國
文
學
批
評
史
』
、
復
旦
大

學
中
文
系
古
典
文
學
教
研
組

『中
國
文
學
批
評
史
』
上
珊
、
郭

紹
虞
、
王
文
生

(新
編
)
『中
國
歴
代
文
論
選
』
第
二
冊
、
銭

冬
父

『唐
宋
古
文
運
動
』
等
で
あ
り
、
最
新
の
も
の
に
羅
聯
添

『晴
唐
五
代
文
學
批
許
資
料
彙
編
』
の
緒
論

「ー

晴
唐
五
代

(
昭
和
五
六
年
七
月
)

文
學
理
論
的
發
展
與
演
攣
」
(民
國
六
十
七
年
九
月
)
が
あ
る
。

(
2
)
筆
者
自
身
、
前
稿
を
脱
稿
し
た
時
點
で
は
ま
だ
、
歴
史
家
の
文

論
を
盛
、
中
唐
の
古
詩
古
文
思
想
を
準
備
す
る
も
の
と
位
置
づ

け
る
奮
説
を
、
「大
局
的
に
は
大
き
な
誤
り
は
な
い
」
(前
稿
十

頁
)
と
認
識
し
て
い
た
。
し
か
し
本
論
で
明
ら
か
に
す
る
よ
う

に
そ
の
後
の
検
討
の
結
果
、
歴
史
家
の
文
論
が
ど
の
面
か
ら
み

て
も
六
朝
文
學
論
の
延
長
で
あ
る
こ
と
が
到
明
し
た
の
で
、
こ

こ
で
前
稿
の
當
該
箇
所
を
無
効
に
す
る
こ
と
を
表
明
す
る
。
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(
3
)
唐
初

の
史
官

た
ち
の
場
合
を

ふ
く

め
て
、

こ
の

「
人
文
」

の
意

味
を
ど
う
解

釋
す
る
か
は

い
ろ
い
ろ
な
見
解

が
あ
る
が
、

い
ま

最

も
適
切

と
思
わ
れ
る
岡
村

繁
氏

の
説

に
從

う
。
中

國
古
典
文

學
大
系
五
四

『
文
學
藝

術

論

集
』

(
二

一
五
、
一
二

八
頁
)
を

参

照
。

(
4
)
唐

の
古
文
家

の
崔

元
翰

、
権
徳

輿
、
李
舟

、
顧
況
、
呂
温
、
狽

孤
郁

等

の

"
天
文

人
文

説
"
と
唐
初

の
史
官
た
ち

の
そ
れ
と

の

關
連
、
及
び
違

い
に
つ
い
て
は
、
羅
根
澤
氏

の
上
掲
書

に
詳

し

い
。

同
書
第

四
篇
第

六
章
第

十
節

「
呂
温
猫
孤
郁
等
的
天
文
説

及
人
文

説
」
を
参
照
。

(
5
)
『膏
書

』
文

苑

傳

序
、

『梁

書
』
文
學
傳
序
、
『
陳
書
』
文

學
傳

序
等

が
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
時
代

を
肯

定
す
る

の
は
、
文

字
ど
お
り

ほ

ん
ね
と
み
て
差
し

つ
か
な
え

く
、
た
と
え
ば
郭
紹
虞
氏

(
三

巻
本

『
中
國
文

學
批
評
史
』

一
三
入
頁
)
が
言

う
よ
う
に
そ

の

體

例
に
制

限
さ
れ
た
た
め
で
は
あ
る

ま
い
。
な
ぜ
な
ら

『
北
齊

書

』
文
苑
傳
序
、

『
周
書
』

王
褒
庚
信
傳
論
、
『
晴
書

』
文

學
傳

序
は
同
時
代
で
も
批
剣
す
べ
き
點

は
批
到
し
て

い
る
か
ら
で
あ

る
。
そ

の
意
味
で
陳

鍾

凡

氏

(
上

掲
書
)
が

さ

き

の
三
書
を

「
江
左
派
」
と
す
る

の
は
正
し

い
。

(
6
)
た
だ
初
唐

の
四
傑

の
中
で
も
盧
照
鄭

だ
け
は
例
外
的

に
南
朝
文

學
指
向
が
強

い
が
、
沈
約
ら

の
永

明
體

は
非
難

し
て
い
る
。

(
7
)
蘇
紳
、
李
誇
ら
を
直
接
唐
代
古
文

運
動

の
先
駆
者
と
し
て
位
置

づ
け

る
こ
と
が

で
き
な

い
こ
と

に
つ
い
て
は
嘗

て
論
じ
た
こ
と

が
あ

る
。
「
選
畢
論

か
ら

み
た
晴
唐
國
家
形
成
期

の
文

學
思
想
」

(
『
九
州
中
國
學
會
報
』
第

二
十

二
巻
、

一
九
七
九
)
を
参
照
。

釣

續

・
初
唐
歴
史
家
の
文
學
思
想

(古
川
末
喜
)


